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技術の概要

３．技術の効果

・目視確認しながら作業できるため、不純物の混入を防ぎ、均質な材料混合ができ、コラムの品質向上
が図れます。
・従来は土質的に強度不足で適用できなかった地盤でも良質な土と置換することができるため、適用が
可能となり適用範囲の拡大が図れます。
・コラムと周辺地盤が強力に締固められるため、コラムの周面摩擦力と圧縮強度等が増大し、従来より
少ないコラム本数や総延長で必要な支持力が確保できるので、コスト縮減と工期短縮が図れます。
・コラムの周面摩擦力と圧縮強度等が増大するため、強固な先端地盤がなく従来は適用できなかったよ
うな地盤でも適用できる場合があり、適用範囲の拡大が図れます。
・セメントの固結による強度発現を待つことなく施工後すぐに締固めによる強度が発現されるため、従来
のような養生期間が不要で、後続の工事に短期間で取り掛かることができ工期短縮が図れます。
・スラリープラントの設置・撤去が不要になるため、コスト縮減と工期短縮が図れるとともに、従来より狭
い現場での施工が可能となり適用範囲の拡大が図れます。
・改良土と周辺地盤の体積が圧縮されるため、残土処分が不要あるいは残土の大幅な減量が可能とな
り、産業廃棄物の発生を抑えて環境負荷の低減、コスト縮減が図れます。
・従来に比べてセメント系固化材の添加量が200kg/㎥と大幅に少なく、コラムの総体積も少なくなるた
め、セメントの製造に起因するCO2排出量を50%以上削減できます。
・水も電気も使わないため、環境に配慮した省資源・省エネルギーの工法であり、コスト縮減も図れます。

４．技術の適用範囲

　・あらゆる土質に適用可能です。
　・コラム径は400,500,600,700mmの4種類で、最大改良深度は12m、最大接地圧は300kN/㎡。
　・最小で2.5m程度の進入路と4m×10mの現場スペースがあれば施工可能です。

２．技術の内容

５．活用実績

＜2006年4月～2021年6月＞
国の機関　0　件
自治体　　 79　件　（九州　0　件　、九州以外　78　件　）
民　 間　　 1,748　件　（九州　1　件　、九州以外　1,747　件　）

安全・防災　 インフラDX 　 維持管理  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　固化材を地中で攪拌して柱状改良体（以下「コラム」という。）を構築する従来の地盤改良工法では、大
きな強度や支持力が期待できないこと等から、コラム本数や総延長の増大によりコストが高くなるという
課題がありました。また、プラントの設置や大型の施工機械が必要であり、現場での適用性等にも課題
がありました。そうした中、平成７年１月の阪神淡路大震災を契機に、より強固で安価な地盤改良技術の
必要性を痛感し、長年にわたりＳＳＴ工法の開発と改良を進めてきました。

　ＳＳＴ工法は、「土粒子間の空隙と水を排除して密度と強度を高める」ことを基本原理としており、従来
の地中攪拌方式ではなく、掘削して地上に排出した土に固化材とさらに砂も加えることによって「異なる
径の粒子を混合」し、その改良土を新たに開発したオーガにより「強い力で圧縮して締固め」ながら掘削
孔に充填し、固化材の針状結晶体で土粒子間を結合させて強固なコラムを構築する技術です。世界で
初めて、鉛直方向だけでなく水平方向にも強力に締固めができるようになったことから、設計基準強度
2,400kN/㎡という従来にはない高い強度と支持力を発揮するコラムを築造することができ、大型の施工
機材等も必要としないシンプルな施工法と安いコストで強固な地盤改良を実現したものです。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

写真－１ ＳＳＴ工法による施工の様子 写真－２ 均一で連続した高品質のコラム

図－１ 技術的特長（置換方式） 図－２ 技術的特長（締固め方式）

図－３ 強度の向上

表－１ 従来工法との比較
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